
   

  

 

 

■定義 

入院患者に発生した転倒・転落件数 
× 1000 ＝ 入院患者の転倒・転落発生率(‰) 

入院延べ患者数 

■指標の解説 

入院患者の転倒・転落は患者さんが自立的に活動される限り、発生率を０％にすることは困

難です。しかし、転倒・転落の発生防止対策と併せて、影響度が高い合併症を防ぐための対策

を実施することが必要となります。転倒・転落の発生要因を分析し、有効な予防策を立案、実

践していくことが発生率の低減につながります。 

■改善活動 
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（活動計画） 

・改訂版転倒転落シートの検証 

C 

・改訂版転倒転落アセスメントシートに関するア

ンケート調査を実施 

・転倒転落リスクアセスメントと予防対策の実施 

・転倒転落予防・見守りシステムの選択方法の見

直し 

・多角的な転倒転落リスク評価の定着促進 

(上半期) 

改訂版転倒転落アセスメントシートを変更後、危

険度Ⅰの転倒転落は減少した。転倒転落予防・見

守りシステムの選択方法を見直していく。 

（年度末） 

危険度Ⅰの転倒転落危険度は大幅に減少した。

SIDE 毎の介入方法の見直しを行い、修正案を検

討した。 

(下半期) 

転倒転落危発生時の再発予防策の周知 

 

（年度末） 

転倒転落危険度アセスメントシートの適正評価を強

化する。また、SIDE 毎の介入方法の改訂を行った。 
 


